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特別テーマ展紹介

はたおりは、かつて自家で用いる衣判・等を

確保するために必要不可欠な生活技術であり、

また本県においては、近世から近代にかけて

奈良晒、火手畍并などのマニュファクチュアか

興り、これに伴なう苧績みと呼ばれる麻糸作

りや賃織りなどが農閑期における女性達の重

要な副業として盛んに行われた時期かあった。

さらに、はたおりという仕事自身、家内で

行われる衣食住に関わる様々な仕事のうちで

も特に数多くの工程の積み重ねによって成り

立っており、それぞれの作業に伴なう多種の道

具を必要とするものでもある。

このようなことから、この十数年の活動を

通じて当館が収集した染織技術に関わる有形

民俗資料・は約900点の多くを数え、種々の館

蔵品の中でも大きな割合を占めるもののーつ

となっている。

今回の「大和のはたおり用具」展は、これ

ら館蔵資料・を中心に構成し、県下で行われて

いたはたおり、またその周辺技術の実際を、

包括的に紹介するものである。

展示は、繊維から糸へ、糸から布へ、布か

ら布製品へ、さらに布製品から別の布製品へ、

という流れをたど 1)つつ、繊維原料となる植

物の栽培、特にかつての大和の重要産物であ

つた綿を作る仕事や、'染めとその専門職人

である紺屋の仕事、また衣服の他、日常使われ

た様々な布製吊,、艦樓の類をも含む内容とな

大和のはたおり用具
〔期間〕平成2年8月31日まで

つているが、勿論その核七なっているのは紡織

の]1程である。

そこでは①糸作り→②糸枠に巻きどる→③

繁経係丕糸の長さと木数をそろえる)→④下

切り棒に巻き取る→⑤モジリ通し、筬通し→

⑥紳糸の準備→⑦機_ト,げ(経糸を機に取1)付

け、織iル台める)、という作業手順に従い、各

用具に実際に糸を装着して展示し、それぞれ

がどのような姿で使力れるのかを具体的に示

した。

また、今回は特にこの他2つの点に留意し

た。

ーつは、先にものべた大和に行われたはた

おりの二つの側面、すなわち自給のためのは

たおりと産業に関わるはたおりである。

無論この二つは完全に切り離されたもので

はないけれども、後者は数多くの工程をそれ

ぞれ分業して行い、生産合理化のため自給用

の製織には見られない大型の道具や技法上の

特色がある。

例えば大和緋では、緋糸は一般が行うよう

な手括りではなく板締法を用いることによっ

て手早く大量に染められるし、また経糸を千

切に巻くとき八反分の糸を一度に巻き取る方

法が見られる(織り于はこれを・一反織り上か

るごとに切リ離してゆくのである)。

もうーつの留意点は木綿と麻の対比である。
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この二っは庶民衣料の歴史や変遷を考える

上で大変重要なものである。

木綿が初めて日本にもたらされ、栽培され

たのは8世紀末のこととして記録に兒られる

が(『日本後ホ山巻第八、延暦18年の条)、聖1

時はあまり広まらなかったようで、再び栽培

されるようになったのは16世紀前後のことと

いわれてぃる。さらにこれが庶民のΠ常衣利,

として広く用いられるようになるのは江戸時

代も中期以降のこ七で、実は私達の衣生栖の

歴史の中では比較的新しい素材であるといえ

る。

一方、麻(日本で古来より用いられたのは

大麻と苧麻)は既に弥生時代にはその栽培か

行われてぃたようであり、木綿普及D、前はヌ

ノといえば麻(特に大麻)のことであった。

さて、この両名は繊維の性質の上でも随分

異なっている。

麻は植物の茎の皮を剥ぎ、表皮のすぐ下の

部分(靱皮)から繊維を取り出すもので、そ

の繊維はある程度の長さを持っており、これ

を細く裂いて次々に繋ぎ合わせて糸にする。
う

この作業を「績む」という。

ちなみに麻以外で紡織素材として日本で古

くから用いられてきたものに藤・科・楮・穀

などがあるが、これらも皆、靱皮繊維の仲問

である。

一方、木ホ帛はその種子を包む短い繊維の集

まりである。これは摘み取ったまま綿繰機に

かけて種をぬき綿打ちをして繊維を整えた後、

糸車を使って抜御をかけなか乃糸に引き出して

ゆくのである(これを「紡ぐ」という)。

麻の場合、撚りかけは糸をある程度績み終

わった後単独で行われるが(麻ではこの部分

のみを指して「紡ぐ」と呼'け也方もある)、木

綿ではこの二つが同時に行われることになる。

また靱皮繊維を皮から取り出す工程では、

煮たり、蒸したり、水に浸けたりした後、外

皮や肉質部分をこそげ取るなど、木綿に比べ

てもかなり手問をかけねぱならない。

糸から布に織り上げる工程でも、両名の繊

維の特徴からくる連いがみられる。

麻は裂いた繊維であるため表面が毛羽立ち

やすく、また繋いだ部分がぬけた 1)切れたり

しやすい。糸を扱うとき、その方向に注意す

る必要がある。また車乞燥に弱く、仰新剤生に乏

しいことも糸の扱いを難しくしている。
オモケ

苧績みした糸をためていく苧桶やたまった

糸の扱い方、円筒形の糸枠、糊付けの方法、

緯糸 q岸糸には普通撚りをかけていない)を

ヘソ中や舌出,しを使って水に浸しながらへソ

に巻いてゆくことなどは、木綿の丁.程では見

られない独特のものであり、それは糸に無理

な力か力、からないようにして、毛羽立ちによ

るもつれなどをなだめながら扱ってゆく_[夫

の表れである。

柳田國男が『木綿ジ1前のこと』などで述べ

たように、木ネ吊は着心、地の点から、それ以前

の繊維に比べて肌ざわりの柔かさや保1昼性な

どに優れ、その後の急速な普及を促した。

それと同時に布を織る、という観点からは、

木綿がそれD、前の繊維に比べて扱いやすい繊

維であったという点も見逃せなせない。

しかしいずれにしても身の回 1)の自然を、

その特徴を見様めながら最もその素材に介っ

た方法でうまく暮らしの中に取り入れる先人

の知恵には驚かずにはいられない。

最後になったが、今回の展示では紺絲桑機、

座繰り、糸車、機を使用するときの音を聞く
じめL、

ことのできる「1MAGEはたおり」コーナ墜
をもうけた。

手仕事としてのはたおりの作業の中には同

じ動作を長時問、しかも仕上か'りにむらので

ないよう根気よく続けなければならない部分

がある。そのときに、例えば糸車のビービー

チョン、という音が、あるいはカラカラと杼

がはしり、トントンと筬か'打ち込まれるとき

の音が快いりズムを作り出し、単調さを救う

役割を果たしてくれたのである。

今では目にする機会のほとんどなくなった

はたおりであるが、布を織るという技術はそ

のスタイルはかえても、私達の印常を支える

重要なものであることには変わ 1)はない。

この展示が、このような身近なものから先

人がはぐくんできた暮らしやその中にこめら

れた心、を改めて見つめ直す機会になオUま、と

,忠、う
、・゛- L
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「1MAGEはたおりコーナー」の設"1、成誠4

蹄にあたウては向井儀憲氏に多大なこ恊力

をいただきました。 1ブく御1礼小い'.げます。
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奈良県では、洋.繋(ネハン)の日は、盗蘭

盆と同'以こ、新暦の三打十五.日の場介と、旧

暦をそのまま用いてⅢ暦三河十五日とする場

合があります。

たとえぱ、室牛村城でみられる湶梁は、

月十五U に営まれ、七くにこの村域の浬.鷲に

は、 f供細.が参加して活躍したということで

す(、子イ共浮1き、などについては、偵す)元興

寺文化財研究所川『仏教法会の調杏』を参照

されたい)。

また、奈良市城の平城地域にみられる浮梁

は、三月十Ji.日に営まれます。同地城の押熊

のムラでは、かってムラのオトナの家のもの

八人衆(上四人、、下四人に分かれる)が、ム

ラの寺(西方寺)に三月十五Uの湿梁の日に

参って捍梁図を掛けてある前で心味丕三巻を唱

えて、釈迦仏を氾ったということです。また、

このムラの況梁の特色として湿梁図の前に豆

とキリコを煎ったものを供えたことやこれら

のオサガリを子供たちに配ったことです。

湿梁(あるいは浬繋会)が二月十五日あるい

は三月十五日に営まれるのは、この日力坪尺迦

の人滅した日と言う「仏説」によるためです。

したがって、近年この捍梁の行事が1哉威し

つつあるなかで、「浬築」についての伝承の

みが遺っている地城も数多いが、二月十五日

あるいは三月十五.日に浬梁の営みのある地域

も若干みられます。

樂講と ;日
ノ土. 樂会について

ここでは、毎年同ヒ日(三月十五田に「ネ

ハン」力珠色えることなく、今日まで受け継か

れてきた奈良市八島のネハンサン(湿繋)を

とり挙げてみることにします。

**

奈良市八島では、征年三月十五日の夕刻よ

り、六斎念仏講衆のオヤの家(その年の当番

三軒の内、当番親の家)へ集まります。オヤ

には、講管理の、押.染図、を井卜けてあり、軸の

前に講衆が座り、奈良市鴫川の徳融寺の住職

による講話があります。講話のあと、六斎念

仏講衆によって六斎念仏が唱えられます。

この時唱えられます六斎念仏は太鼓念仏と

呼ばれる六斎念仏の和讃と鉦念仏といわれる

念仏です(念仏の名称については『大和の六

斎念仏について一盆行雫とかかわる人斎念仏淋上その

変遷を小心にー』を参照されたい)。このように念

仏講衆によって釈迦入滅にかかわる湿梁供養

が施されます。八島岡'の湿築は「ネハンサン」

と呼ばれ、オッサン(イ削勘や講衆によって

祀られてから食事をしますか、お供えのキリ

コは念仏のあと茶菓子として食べます。少し

前までは、食事には御酒二本と各家から集め

られたドロ芋や切干などの'馳走がだされたと

0

このように八島岡'のネハンサンは、三月十

五日の夕刻から念仏講衆によって釈迦入滅に

かかわる1早築供養が施されます。
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八島町のネハンサンの行事は、「ネハンコ

ウじ浬梁講)」とも別称されているようであ

り、隔削の複合形態と考えられています(財

元興寺文化財研究所刊、前掲書)。

この八島町と同様に、かって念仏講衆によ

る湿烈きの行事を行っていたのが、八島町に隣

接する奈良市藤原町であ 1)ます。また、藤唖

町の浮梁の行事内容も八島町とほとんど相違

しないようです。

八島町の湿梁講で掛けられる浮.梁図は絹本
著色の軸物で、江戸時代ヰ,北煎享保十七n716〕

年・寛政二〔]789〕年'幻のものであり、「皇和

寛政三庚戌天二月十五日Ⅱ奉納当奇中興阻

教覚剛代皎」云々と軸裏面に果書されていま

す。享保年問以降、ネハン講が今日までイ太え

られてきたことを暗示しています。

では、この行事はいつ頃から行われるよう

になったかを、次に若干垣問見ましょう。

** *

まず、奈良時代には、天平宝字五'(753)年

に東大寺で湿梁会が営まれていたと考えられ

てぃます。このことはよく周知されています

が、『東大寺要録』(巻第四)の「二月堂」の項

の条文を少し挙げてみましょう。

毎年始自三月朔日。二十七日夜。修毎日六

時行法。哉劣輪委始自天平宝五年■丑二月十
五日。至于弘仁六年。合六十二年。奉供湿

繋雷矣。

とあり、すでに東大寺浬築会の存在が知られ

ています。

平安時代になると、『三宝絵詞』や『興福

寺年中行事』などにも興福寺の渥梁会のこと

が記載されていますが、『中右記』にも湿業

についての記述がみられます。誌①たとえぱ、

同記の天永三(Ⅱ12)年二月十五旧の条にみえる

「請靜燿阿閣梨令講湿奨經」という記載、保

安元(Ⅱ20)年二月十五日の条の「晩頭請湛秀
0 々カ

已講一湿梁經、女房等有捧物」という記述な

どから、湿業講式、らしい行事が行われて

いたことが理解できます。また、同記には_1

月十五日力浮尺迦入滅の日であることも明記し

ています。すなわち、大治二(Ⅱ27)年二月十

五日の条の「入滅時與秤貧同日也」という文

言がそれであります。この文言は「太政大臣」

がこの日に逝去したことと併せて記述された

ものです。

平安時代以後、室町時代までの捍.樂講(況

梁会)についても若干往時の公家や武家の日

記や記録などから窺ってみるこどにしょう。

まず、中原帥守のU記、『師守記』から挙げ

ますと、次のような記載がみられます。'1'②す

なわち、暦膽・1n34の年三村十四日任)およひ

十五日⑪の条に、

田今日予參六条御堂、爲Π中聽聞也、其後
i-;,フ)

聞學一平家、異、刑、今日予小,湿梁會、捧

物円座一枚・杓一・墨一廷、

⑪今朝〒・旦、向禪林寺、爲上堂聽聞也、頭

殿・外史・阿開梨房・弁殿'家國等同道

之、

今夜有別時、被行県繋講・舎利講等、有

心、人別十文宛出之、

という記述かみられ、「湿繋会」任)と P泙.梁

講」Ⅷ)が存在していたことを知り得ます。

次に藤原親長の日記、『来見長卿記』の湿樂

について、註③文明三(1471)午三月十四日6)お

よび十五日(1i)の条々を次に挙げることにしま

しょう。

a)幢西堂參仕、臼貝・1剛を六L"、有施餓鬼、安

禪寺方丈已下比丘尼衆廿餘輩同立双給、
入夜有湿梁會1,門肌lt1111帯業裂1が岐、
被行之、元興寺衆等也(以卜割注略)、今夜多羅尼

參仕人々、(下略)、

61)去夜浬梁會捧物、今朝被支配信衆、今日

二位殿御局被物一重、奮院上薦菖智岱各壽量
品一・巻被進之、信11注共、下略)。

という浬染会にかかわる記載があり、十四日

の夜に浬樂図を掛け、捧物を木の枝に懸げて、

浬梁図の左右に立てかける様子が窺えますに

こでは直按関連しない事柄ですが、二月十四

日に「施餓鬼」があったことを知り得ます)。

況繋会あるいは淫梁講がいつ頃から営まオL

それがどのように展開していったのかは、以

上挙げた史料・からは明示できませんが、奈良

時代から平安時代・鎌倉時代を経て室町時代

まで湿繋会(浬築講)は受継がれ、さらに江

戸時代や明治時代を経過して、今日まで伝え

られてきた過程は若干の史料・からも理解でき

ます。ただ、今日伝承されつグけています湿

梁会 C湿梁講)が、史料にみる公家や武家な

どの社会層から農民(百姓)や商人などの社

、

( 4 )



会層へと波及していった時期や内容について

は今後究明していかなければならないと考え

ています。ただ、ここでは現存する湿樂会C浬

樂講)が古代以来脈々と受け継がれてきたこ

とを呈示するにとどめておきます。

註①、この『中右記』の記述のほかに、12世

紀の捍1さ会(i樹に関する記述がみられ

るので、次にいくつか挙げておくことに

します。

U、)長保四 ao02)年二月十五日の条(『権

記』)

詣左府、詣東院、參三條院、御念佛也、

左大臣、メE律iF小督、彈正大弼、修理大

夫被參、靜照閣梨講説湿梁紳

⑬天永四a113)年二月十五日の条(『長秋

記』)

中宮浬繋講、進捧物三捧、俳嚇1略)、毎物

有御感、仲物中宮親人并女房等相營調、

五十類云々、請信十二人、内信綱六人、

公伊大信都、(中略)、阿閣梨等也、御

堂南廂西向戸内懸三幅浬繋像、其前立

花机五前、(中略)、臨期可有傳故也、

(下略)、

(C)保安元(]120)年二月十五日の条(『中右

記』)

晩頭請湛秀已講・浬樂經、女房等有捧、

明月之前、小管絃供佛也、

註②、この『師守記』の各条の記述のほかに、

14世紀の浬梁会(講)に関する記載がみ

られるので、次にいくつか挙げておきま

す。

U笥寛元二(1304)年二月十五日の条、(『平

戸記』)

朝催篤去、次結願、了引小布施、午刻己

後、於持佛堂、行恒湿築講、五十二供

勃ルΠ例、

(B)暦應四(1431)年二月十五日の条、今夜

於持佛堂有浬梁講、有信前人別十五文
【N,,こ}

被図図、捧物男女同出之、

(C)康永四(1345)年二月十五.日の条、(『師

守記』)

今夜有信名定、次被行信事、(中略)、
イ才,'{,}

遵梁會俸物如例、

Φ)貞和三(1347)年二月十五日の条、(『師

守記』)

今夜湿梁講有之、捧物如例年、

註③、この『親長卿記』の各条の記述のほか

に、15世紀の浬梁会住朔に関する記載

がみられるので、次にいくつか挙げるこ

とにしましょう。

U、)文明九(147フ)年二月十五日の条、(『實

隆公記』)

今田剛咳番、被懸浬築像男女拜見之、

捧物等密々獻上之、入夜參若宮御方、

論語御復讃之問候御前了、(下略)、

旧)長享二a489)年二月十五日の条、(『親

長卿記』)

於安禪寺殿、拜見浬築像、入夜雨下、

(C)文明七(1475)年二月十四日の条、(『大

乗院寺社雑事記』)
(1き)

明け湿雛會佛供一斗六升、大内庄方石

米下行、五十二燈御油塩座二升支タ、明
恩、納之、

※同記の文明七年二月十五日の条には、

「浬梁會」の記述はないですが、「佛

供十六坏・燈明五十二燈供之、各尺

迦念佛唱之」とあり、十四日の条の

記載と一致することから「佛供」は

P県梁會」に対するものであること

が理解できます。

これと同様な記載は寛正四a464)
(供力)

年三月十五日の条にも「佛具十坏一

斗、五十二燈油・一升、塩座、菓子十合

御後兒進之」とみえます。

本文中およぴ各註の文献史料をみるゾ

ぎり、古代では浬築経の講説が主な打

であったといえます。また、古代の貴族

は宮・院あるいは私邸で営まれる湿築経

の講説すなわち混曳き講へ参加するか、自

邸の持仏堂で請僧による講説を聴聞して

いたようです。この形態が寺院で営まれ

るようになると、'湿梁会として寺僧が中

心、になって営むようになったことは、文

献史料から窺うことができます。

ただ、このことについてはもう少し詳

細に文献史料・を窺シ必要があります。

(]989年3ナ] 3日了)

補註

( 5 )
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⑩吉野郡十津川村西川筋の盆踊り(特に大踊り)について

※昭和63年8月14日、大宮・浦西調査

〔収録ビデオ約130分・録音テープ約200分〕

西川筋(重里・永井・小山手)では、 8月

]4日、西川中学校校庭にて盆踊りが行われる。

最近の過疎のため住民は減少しているが、こ

の頃帰省する人が多く、その人達も盆踊りに

参加して賑わう。

昭和63年8月14日(日曜印は前日の雨で

踊りに集まる人もちらほらであったが、 7時

半頃から8時にかけて、村中の人が集まって

来た。踊り場の準備は12日に行われた。中央

に笹付きの竹が立てられ、 6ケ所に提灯が吊

られている。

この日の踊りの順序は次の通りであった。

①伊勢音頭②木曾節③ホイホイ節④有田

音頭⑤五条ヤー橋本⑥ヨリコ(大踊1))⑦ナ

ントナント節⑧明日はおたちか⑨磯節⑩トン

トンドッコイシ,⑪イリハ(大踊り)⑫笠

踊り⑬ア、ソコジャイソコジャイ⑪シノ

ビ⑮筏節⑯ヤットヤー⑰カケイリ(大踊り)

ダイモチ⑱サノサクズシ⑲f村島き踊り。

すべてか'終わるのが11時過ぎで、かつては、

12時、 1時まで若い人が踊った。踊り方は、

横一列に踊り、太鼓を持つ人、音頭を取る人、

扇を持って踊る人に力かれる。①の伊勢音頭

を例に取ると、下図①の通り。この横一列か

円形になることもある。大踊り以外の踊りを、

「普通の踊り」と三ったり、「はか踊り」七 再

つたりする。

大踊りとn乎ばれているのは⑥ヨリコ⑪イリ

ハ⑰カケイリであって、そのうち⑪イリハは

小踊り、⑥ヨリコ⑰カケイリを大踊りと区別

して言う。また、カケイリは最後、ヨリコ、

イリハは中問頃に踊る。当日のヨリコとイリ

ハは下図②の通り。

当日のカケイリは、ヨリコと同様の組立て

で、後ろに 6本のトーロー(燈育勧が出る(昔

は10本程)。ダイモチ(哥欠の文句)があり、円

形になって踊る。

昔は、これらの盆踊りか'川原でなされた。

また、 7日は道普請が行われ、その日から15

日まで踊られた。また、 1ケ所ではなくて、

重里・玉垣内・永井その他のムラを移動する

こともある。踊る場所には、昔、四方に竹を

たて、先にタイマツか'付けられていた。その

後石油ランプ→ガス燈→電灯と変わった。こ

の灯が唯・ーの照明であった。

東勇氏(重里Z■主)に話しをうかか'う。

浦西勉

〆ユめどシ゛、ごつシ゛、四、P

A W四収ノW 邑 W
(、＼"りズ

タイコ

＼

9 9

おどり子〔扇をもつ〕

ぜ令Wつ化'9.・D玲',09加〆?、D
/

タイコタイコ

9
ιノ

'図①伊勢音頭の踊りの図

ーと/
9 9

1
回転

おどり子〔扇をもつ〕

9
男性

老人が足をあわ
せて唄う。

をサ

毛,/"邸弓、,会,今愚
イバの
コチ

(田

▲図②ヨリコ(上)とイリハの踊りの図

男性(タイコを打ちっつ唄う)

▲イリハ

δ 6 6
)一q-ー^'
おんどとり

ン
上
9

オ

＼
ノ

寸
丁を

チ
コ

.
ノ
イ

の
タ

コ
ら

イ
ガ

9
 
夕
な

9
(

〆

0
ゾ
 
V

回

ス

せわあ
性

ノ

女

扇

ド

ノヨ

ノト



⑪天理市遠田の数献富講(いも食い講)にっいて

平成元年10月H n(水)、速田(現天理市)で

行われた数献當講を見学した。以下はその概

略である。

1.午前10時、蔵堂の西口氏から「素焼の壺

形・上器」が送られて来る。それを今年の当

屋である遠田の川口喜頂明氏か1モと共に

受けとる。場所は三ケ大字の境界とされて

いるところである(時問がおくれ、写真.取

材できず)。

2.持ち帰った壺は、床の問に安置され、イ

モやモチ(上面は、アミの目かイ寸く程度に

焼かれている)を供える。

3.講員は、 9 軒。 1呼び名も「イモクイ講」

と言っている。蔵堂では「スコンドハン」、

為川南では「明神講」。

4.献立や凖備は、おおむね『村",ト1祭礼記』の
(注)

とおりであるが、

イ.「一夜甘酒」は、戦後まもなく廃止し

たという。たねこうじは、村の式田醤油

屋(現、式田昌弘)から買って来て、こ

うじをねかしたという。しかし、甘酒つ

4日も前から寝ずの番と当屋では大変

な苦労があることからやめにしたという。

ロ.また、「1af并七升」とあるのは、「・・七

斗」ではないかと古老は言う。

ハ.ゼンに付けられる焼物は、職前までは

コンニャクの切ったもの1、レンコンを、

輪切りにしたもの 1 にべニショウガを乗

せたものであったが、現在は、サバ1匹

を焼いたものが添之られる。

里芋は、以前、オワンにもられたイモ^

に、トウフの味噌汁をぷっかけて、早朝

子どもらに'、るまったという。 3ばいも

4はいも食べる子がおり、昔は遠田でも

50人くらいの子が、座敷・ーぱいにあ'、れ

たというが、今ではイモを食べる子も少

なくなり、子どもも少なくなったので、

これも廃止したという。

今は竹ぐしに9筒のイモをさし、味喩

をぬって焼き、イモ田楽にして 3本が皿

に盛られる。

ホ.イモの調理や種々の指示、当日のN朗善

などは、講中の長老、又は当屋の身内で

講中の人2 人が当たるという。当屋は手

伝い衆ψ吊人が冬い)を集め、親類をn乎

び、家を貸す役割という。

(フ)

'床の問と座の見取り図

森口

持っていくには、気温が高いと氷を入

れて発酵をおさえ、寒いと出来が遅いの

で温めるという、大変于間か'かかり、 3
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5.式次第

イ.1]時頃、講員が当屋にそろう。

ロ.筆まめな人が当屋の名を書く。

ハ.正午、全員年の順に席に付く。(写真②)

2人の世話役が始めの挨拶をし、朱の'ニ

サカズキがまわされる。(写真③)

ホ.終わると、カン酒が出され、串ざしの

里芋を食べなか'ら、タ方5時頃まで飲食

するという。(写真④)

i.以前はイモについて、けなすのがよ

いとしたという(カタイとかやわらか

すぎるとか、まずいとかなど)。

ii.以前は、正午から3時までが講員の

飲食で、 3時からは、手伝いなど婦・人

の飲食とされ、この時に甘泗を出した

という。現在は、講中の男子のみで、0

婦人の部は廃止されている。

10月12日、朝 7時30分、当屋の川口さんは、

トモノ人をつれて、蔵堂の村屋神社へ参井す

る。酒1本と、根つきの稲穂2 たぱを持参し、

神前に供之る。

以前は、柳の枝をたぱねてオーコをつくり、

前にトクリをぶら下げ、稲穂2 たばをぷら下

げて参ったという。

壺は当屋宅に1年問置かれ、来年為川へ送

られる。

尚、長老の話では、村屋神社に縁起がある

という。又、『大不Π志』にも載っているとの

話だが、後日調べたい。(田原本町教育委員会)

(注)「和州祭礼記』の献立の部分を次に記しておく。

(この報告は昭和12年2月調査)

「献立打事前日の十日朝から、当屋では沢山の人

手をかけて献立の準備をする。
まいも

なんと言っても献立の主題になるのは里芋で、 こ

の里芋を五十余貫余りー々丁寧に皮を剥ぎ、それを
'るた

丸太のま、大きな釜に人れて塩炊する。その際講の

長老が来て炊始めの式を行'、が、この玉.十貫の里芋

を全部炊くのに五時間余かかるといはれ、炊いた芋

を菰席に並べて乾して置く。この外に・一夜甘酒一牛

を造り、更に白餅七升を1島きその他色々な菜を造る田
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⑫天理市南六条の宮座の記録

天理市南六条の集落は、奈良盆地の中央

部よりやや北に位置している。ノ＼家は9小河

程が集合した集落を形成し、その周開がすべ

て田囿という景観である。江戸時イ弌において

柳生藩に属し、村高591.91石であった。

集落の北東部に氏神、杵染袖社が祀られて

いる。境内地に中世末の釈迦如来を祀る堂か

存在する。この列1社の祭礼にたずさわった人

人、すなわち宮座の人々の持ち伝えてきた記

録を報告するこ七にする。宝暦六年(1756)に

当畔の宮座の一老甚兵衛が写したもので、

その原本は享保二.年G717)のものであるが、

今それは兒あたらない。これら、江戸時代小

期の宮座の記録がどのような意味があるのか

定めがたいが、中・川の兇畔卯勺宮座から江戸時

代の村落単、位の宮座が成立してからの記鍔北

ぢえられる。

六河朔H御袖楽上ケ泗何用両頭尾

と役同御袖楽と布施両頭屋方

'゛'ロロ麦πヨ,十ツ、

八月U'八日當年頭屋未年頭屋■区

龍田御垢齢取可小候但シΠあけ

之泗弟頭屋二而一老二老共寄合

可小事

九打二日弟頭二而米つき申候

、同三日弟之方二而剣つきいたし

可由候
イⅡシγ.,桝二而」

御供物拾弍人拾弐購 ,■リを六ツ」R

肴餅宮桝壱十を Lツとり

儿月三H之座兄之方さかな餅ーツ

いも弍つイΠ.シ火之障ある人二<肴餅

壱ツ送り小筈并二街]供弐ツ

おくリ申候

、但しさかな何二而も一種庁,シ申侯

油弐献まハリ候上ゆで豆ひき由候

同三こん廻り申候はつ

同四献目ハ頭屋之志い'・.ん.峰
但シ御神酒共二li.古ん盃あかがはらけ

、御神楽餅壱人二壱ツツ、引申候

御御前御道口始り兄ハ三返弟ハ

、返右之通いたグき申1咳

同岡日弟之方但シ肴餅弐ツツ、

内壱つ宮口引

但シさかな一種何二而も出シ申候

、酒二献廻りそのうへ二而御供下り申候

同_三献廻りそのうへ御菓子くりーツ

か美一、ソ

、正月の次第ハ兄頭役志めかさり

・一切営ミ可申候事

、正月七日志やうこん営 惣吉懸りミ,、

仙シ花釧半分ハ行のイⅢ厄、座衆花餅十枚ツ、 残半分パ宮守両頭犀三ツ割

、五月五日座中株壱把ツ、出し

但し尊へハ初区綜弐ツ引はかり
a d/

又株三十八酉,両頭屋壱把ツ、1劇戻也

火の踏合二而御剖,無之人ハ初こんに綜

弐ツ渡シ可申事

寶暦六年

宮本袖銘楪

丙子正月吉日

浦西 勉
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、同円献めハ頭屋之志い'.ん

同五献めは御神楽泗

、御ロハ弟之方二而桁兄之方へ渡候

并二御袖泗いね壱は是も右同断

倒η易布施座衆之内<一界i聖ツ 、

イ目.シ頭屋之桝斗ハ三升五'介ツ、

座衆之内御湯上1)候ハ1畷ラ四
平衆之征川昜ハ宮桝二而ヒ升ツ、

、御屋いの紙代かきくりかはらけ共

入用両頭屋之御さん用可有候

同五日っほそこ代両頭屋方餅

弐ツ配り可申候火のかまい在之

人ハさかな餅おくり申候

父母之ぶく御生候時ソ四頁なか'し
;13、

、妻にわかれ申候共右同1析、可為候

宮田立も共二さきへおくり可申候

又宮田立も取込申候は米酒

其外何用算用致シ可以申候

明神様之御酒ハにこり酒可参候

、座衆之御前二而之酒ハすミ酒成共

にこり酒成共勝手次第御もり可成候

、花かへり二初而座二付候人ハ
;十一,

ほん壱枚ひら壱具御出シ可成候

、神楽之布施初口区残右

尊両頭屋三ツ分ケ

此儀ハ近年尊斗相勧可申候

嫁取婚礼并二足あらい之事

、妻をむかへ婚礼致し候ハロはな

かへりの節座二付可以申候

、後妻之時ハ座衆へ壱合とりの餅

十ツ、配り座二付可成候

、妻之婚礼致シ座二付申候うへ二而

壱年二耐も代所゛而年とi)候人又

^

^

享保二歳西正月吉日

寶暦六丙子歳正月吉日写之

宮本一老

座二付申度候は極之通足あらい之

振廻致シ座二付可D、申候

、親一生座二付可申↓リ、而其子座二付

申度候ハ妻をむかへ婚礼致シ

そのうへ之通足あらい之

振廻いたし座二付可D、申候

、座衆之内二而一生無妻之人ハ

足あらい之振廻致し座二付

其うへ二而妻むかへ候事

相成申問敷候

祖父一生座二即'不申候而三代廻らは

其子係永々座二付申事

相成申問敷候

五珂之付之事

五月毛付致候D、後父母妻二別し
日門.

申候人ハ立毛領分二して頭流シニ

致し口御へ年貢八斗五升引'リ

可申候内三斗五升ハ餅米二而内口り二

致シ残而五斗ハ粳米二而御蔵納

但シちん共相渡し可申候

文化元年子之とし是を可申候

、布留社りんしのはたり有之候付
注⑥

そね市并馬壱疋村役人并二

あとさきけいごそね市之供壱人

右之通相渡り可申事

座衆ハ渡i)不申候

近年間違二而役人方座衆相渡り申用

申来り候故為会之を記シ可申候
米壱年

右之通二御座候そね市之布施二 かき壱水

右之通往古方相定り申候上ハ

末世末代迄毛頭相違不可

有者也

/

注①尊一不明。みことと毓むか。向当屋とこの尊か

祭礼の重要な役目と想、われる。

注②志いぷん一自山にしてもよいこと。

注③ぷく佃川ξ候一親族に不幸事か牛ヒたこ七。

注①花かへリー嫁をもらい、その実家からもどるこ
レ
^0

注③モ付一Ⅲ柚をすること。

;上⑥布留礼りんし一布詔社(石'上1、艸{)の油."寺の祭礼

のこどか。

甚兵衛
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'秋祭り・当屋から神粒へのおわたり

^

^

'

'

^

一
一
一

一
一
一

一
一

一
一

、

.
、

み
'
零

、
・
一
,
●
ン

サ



岡

火和君瑜lr市矢田町は矢Ⅱ1斤_陵の束麗にある

稲作中心の農.村である。ここでは上に、矢田

町横山の植H1浅次郎氏から御教尓をえた藁細
'1 j

1.について記しておきたいと思、う。

Ⅱ刀に稲刈り、脱穀の後、藁はスズキにし

て 1 ~ 2 打まで゛Z燥させた。それから、半分

ぐらい家に持って帰リ、納屋のツシに躍いて

保存しておいた。その藁を使って、雨の日や

夜なべ仕事・として藁細丁.を行っていた。縄な

いから始まって、莅・,i(小番・弁当番等)・草

履・俵・牛のくつ・莫等を作った。家の二ワ

(士問)や稲尾絲内屋)でした。主に男の什事

であった。

夜なべ仕事・は 9月か10月ぐらいから始めた

ので、「芋の汁くて丸夜なべ」と言ったという。

この」昜合の芋とは、泥芋、里芋のことである。

泥芋の収穫出来る頃から秋の夜長に夜なべを

本格的にする。 9時頃から 1、 2時問ぐらい

した。冬には余りしなかった。

俵編みは雨の日に主にした。 1日かかって

1人で5 ~ 7俵分を編むことができたという。

そして、サンタ作りや縄ない等をした。稲刈

りまでに編む必要があった。 8月末ぐらいか

ら始めて、 U月の刈り入れに問に令わせた。

コカシマタで編む。俵の中イ則は6 寸、外側は
'1.(②

7 寸問隔で編む。中は60~80、外は90~100

の編み目である。中と外を重ねて、サンタ(サ

ン俵)を入れてヒョウグチする(俵を締める)。

自家用は古い俵を使って、供加,用には新しい

俵を使ったりするこどもあった。自家用の保

存用の俵は、さらに古くなると麦を入れたり、

麦用の堆肥の屋根にした(堆肥舎)。

番は農閑期に主に男か1日一つぐらい作っ

た。小呑は漉径 2尺ぐらいの大きさで、芋や

堆肥等を人れた。大きい寄は直径3尺ぐらい

のもので米等を入れた。米用の谷は米を入れ

て 5 ~6個、大八市に積んで牛に運はせたり

した。

莚は農閑期に納屋で莚織機で織った。丈夫

な物を織るには力が要ったので、筬は男が動

かした。横糸に力たる藁を通す役を女か'して

2人で組んで行うこどもあった。まず、縄な

大和郡山市矢田の藁細工

いをして、縦糸にする縄を作り(ソウを編む

どいう)、機械にひっかけた。莚の両端になる

部分は太い縄(三縄)にした。ーつの莚を5 、

6仟イ吏った。毎年20~30枚補給した。 100

120枚を使った。主な使用内容は麦の乾燥や

椒干しであった。この畔、地面の湿気を防い

で早く草乞嫌させるために莚の、ドに薦を敷いた。
]乏」

薦は俵七同じコカシマタで3 ~ 5 mの長さ

に編んだ。ーつの薦は5 午ぐらい使った。

蓑は藁のスエの部分だけのと藁全体を使っ

て作るの七2種類あった。 1枚作るのに3日

程かかった。

草履は戦前まで作っていた。雨のΠ、朝か

ら夜までかかって、藁打ちから始めて25足作

つた。普通は 1日で15~20足作った。出米上

がった草履は鼻緒を付けずにソク ao~15足)

にして、納屋や馬屋の天井に吊った竿にさげ

ておいた。必要な時に取って来て鼻緒を立て

た。家によっては鼻緒を立ててから藁で結ん

でさげていた。草履は 1足を 2日ぐらいでは

きつぶした。

このような藁細1は昭和20年代まで行って

いた。この地方では麦を作っていたのは昭和

32、 33年ぐらいまで、昭和40年代頃から徐々

に蒜・茄子・スイカ等の栽培が盛んになった。

n・.①昭和56年12月に調沓

注② 1 寸は3.03 センチメートル

1上③ 1 尺は30.3 センチメートル
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⑭吉野郡十津川村内原のナレズシ作り

森崎啓一・森崎登久・勝山ノプ氏/協力

※平成元年12月14日、浦西・徳田/調査

〔平成元年12月18・19日、収録ビデオ約60分〕

内原(ないはら)本村は33軒、 60余人、昔

は家や畑であったところも、今は杉の植林を

している。

ナレズシの作り方

●サイレの準備

1.サイレ・サイラ(さんまのことをこの

地方ではこう呼ぶ)を新宮から売りにき

たのを買った。例捌甫のサイラか'良いと言

う)海から魚をあげた時にすぐ塩をした

ものを使う。(一夜塩漬)

発酵させるので、少しでも古いと良く

な'し、。

2.塩ダシ。桶に入れて、塩出しをする。

塩が抜けたかどうかはなめてみて判断を

する。

3.サイレを裂いて腹を洗い、大骨'だけを

取る。尾の于前1.5センチほどの大骨と小

骨は残して置く。スナズリ・鱗を包丁で

取る。 2回洗ってザルに入れて置く。

サイレの準備完了。

●ご飯の準備

1.米を、水に一日漬けて置く。

2.朝、昆布・酒・塩・ダシのもとを入れ

て(家によってダシはかわる)、ハガマで

(今は電気釜)、ご飯を炊く。水の量は多

目に入れてご飯を柔らかくする(普通の

ご飯だと固くなる)。ご飯の炊き終りごろ

シャモジでこ'飯をぐるぐる混ぜてから、

水を入れる。このことをオドスと言い 、

3 ・ 4 回くりかえす。

3.ハンギリにご飯を入れ、さます。

4.ご飯を径2 センチ、長さ20センチの大

きさに握って、ハンギリに入れて置く

＼

1屋ったご飯をつめてゆき、しだのト.に置

く。一段きっちり入るとその_ト,にしだを

置き、また、桶のへりにもしだを回して

から、一段目と同じようにスシをつめて

ゆく。(しだを使うのは匂いを魚につけ0

るためで、封を切ったときしだの匂いか

強いと喜ばれる)。一段ずつ体重をかけて

押してゆき、最後の段をもっども強く押

す。一段ずつをヒトハエと言う。

3.一番上に、しだを特にたくさん置いて、

著.をして重石を置く。蓋の持ち手より上

に水がいくように水を人れる。水で密封

するのである。

4. 15~20日開、蔵の中に保存する。

5.ナレズシは、 11月終力りから 2月にか

けて順々に作る。 3 河20日、彼岸にも作

るが、ぬくもってきたら味が落ちる。

6.桶をさかさまにして水をぬく。これを

サカオシと言い、 1日ぐらい(早連Hから

午後3~ 4時まで)そのままにして水を

出す。そして、もとにもどして蓋をあけ

る。このことを口きりと言う。口きり後

も、必要なだけ出した後は又蓋をしてお

く。フ~10日もつ。

フ.昔は、つごもり(大みそか)や正月に

食べる。今作って食べているのは 3軒程

である。

^

^■^
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●すし作り

1.しだ(裏じろ)を 3日程前に山で取る。

2.「百のすし桶」(]00匹入るすし桶のこと)

の底にしだを並べる。サイレの腹の中に
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■こんな資料を集めています。ご連絡ください。

奈良県立民俗博物館では、郷士の風俗、慣習及びとれに伴う生活用具等で生活の推移の理解に欠
くことのできなし、資料(民具)を集めています。特に

(イ)県下で急速に失われていく民具

0→指定民俗文化財など〔吉野の山村生産用具・奈良盆地の農耕具〕の充実の

民具収集にこ協力下さい

(1)むかしの仕事に使われた民具

ための民具等を集めてVます。

①吉野山地で使われた山の道具〔ア野の岐.社"亙化や水没、槌.勺
木材を伐採する道具

ば弓さ、

木材を運搬する道具

コビキ〔板にひく〕の道具

(ロ)当館に、まだ集まっていなV民具

山小屋の道具

炭焼きの道具

②職人の使寸随具〔舌籍雛藤ξ統窯2道具〕

山の神の用具

竹細工・樽丸・つほ'杓子・紙すき・大和耕・奈良蚊帳・吉野葛製造・そうめん製造・

大工・左官・鍛冶・桶・石1・木地屋・曲物・木工業などの道具

(2)むかしの社会生活に使われたもの

村落社会の急激な変化に伴って拾てさられようとする民具。

ソマヨキ・

種・クサヒ

たる'る

トヒ

コ.

・マツグルマ・キウマ(キソマ)・オイ.ツル

オイソ

ハツリヨキ・コギリノコ・ノコギリ各

・カワムキ・カノレコ

ビキ・シリアテ「才ニニ

村落の共有道具

ケズリカケ・山の道具の模型

(3)当館に、まだ集まっていない民具

無形の民俗資料で、民俗芸能・年中行事・民間信仰・人の一生などで使った民具。

【連絡先】県立民俗博物館電話 07435-3-3171

贈答・社交用具

かや

.

祭礼用具〔膳・椀・記録・御供台〕
葬式用具〔コシ・ガソダイ・カネ〕

・宮座の用具〔膳・椀・臼・杵・記録〕二

若者組(青年団)の文書・規約・村文書・タソス・
防災用具〔竜吐水など〕

特別テーマ展・・・大和のはたおり用具

当館展

お知らせ

3月31日発行

印刷吉岡印刷株式会社

常

平成 2年8月30日まで

ツノダル・スズリブタ

重箱・椀・膳・汁ツギ

稲作・大和のお茶・山の什宇
例曜休f甫

刀て

展一・大和の生業

奈良県立民俗博物館だより
細集発行奈良県立民俗博物館〒639・Ⅱ

案内 .

. フクサ

ホッカイ・ノシ.

十h父2・4・]5

〔」昜所〕
〔小込力'U、〕
〔参加費〕

5・20

大利のはたおり剛只

6・]フ

V01.>ⅣI NO.1・2 1990年
奈良県大和郡山市矢1{1靭'5妬丑07135 ③ 3]71Uや

彪.染めど紺尾の什乍

大和糾と奈良岫

●表紙説明・・・チギリ巻き
はだおりは、糸を機に取ゆ付け

るまてに数多くの丁程を経なけ
れはならない。

,'1鯨,再宇M室
芥々「 11、Π 111聴備
人鯨半1のみ

越後

小1館収鉄ビデオを兒なから鮒況

奈良岫の村庁哉技術

イ1」

〔111

これはアリオサで幅を調節しな
からチキリに経糸を巻き取って
いるところ。凖備作業の勘とこ
ろのーつである。

ⅢD T後 111予30分~

1

一
三


